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地域の方からは・・・
火曜日に『清水小の子どもを守り、育てる会』

がありました。
年間３回の会で、例年なら６月に第１回目があ

り、今回は２回目となる予定でしたが、新型コロ
ナウィルス感染防止対策のため延び延びになり今
回が初めての会でした。
学校関係者をはじめ、区長さんや婦人会の代表

者、関係機関の方に参加していただき、【学校・
家庭・地域で知恵を出し合い、よりよい子どもの
成長について考える】ことを目的として取り組ん
でいます。
地域の方から、昨年度行われた学校評価の結果

の中から【悩みや困ったことについて教職員に気
軽に相談していますか】と
の質問項目で、「児童も保
護者も肯定的でない割合が、
それぞれ２０％、３５％と
なっているが、どんな風に
学校は受け取っているのか？」
という質問がだされました。
友だちや家族の誰かに相談し

た方がいいと思っている内容も
あるだろうし、実際先生にはなかなか言いにくい
という雰囲気もあるかも知れません。しかし子ど
もたちの様子を日々しっかり見ることや複数のア
ンケート調査をとることで子どもの様子を見て、
気になることがあれば声かけをしていますと回答
させていただきましたが、貴重なご意見をいただ
き、これからも気をつけていきたいと思ったこと
でした。
また子どもたちのあいさつについても話題とな

りました。校長室だよりでも何度か書かせてもら
いました。まだまだ十分ではないと感じていまし
たが、地域の方からは、登下校中にしっかりあい
さつしてくれる子どもたちがいるし、子どもたち
の声や姿が地域に見られることは、地域の力にな
ると言う意見が出されました。
あいさつができている子どもたちがいるのは確

かですが、あいさつが地域に力を与えていると言
うことにみんなが気がつき、気持ちを届けるあい
さつが波紋のように広がってくれれば良いなと思
います。
あいさつを地域に届けましょう。

暮らしの変化
コロナ感染防止の対策がとられるようになっ

て、暮らしの変化が５つあると言われています。
みなさんはこの５つの変化を感じていますか？

暮らしている地域で違いはあるかも知れません
が、傾向としては共通しているようです。
１つ目は『おうち時間の増加』、２つ目は『消

費傾向の変化』、３つ目が『オンライン飲み会』、
４つ目は『新生活様式の導入』、そして最後は『働
き方』です。５つのうちどれだけ当てはまります
か？
『おうち時間』では、ステイホームと言われて

ていました。外出自粛により、料理や運動…など
それぞれ自分流の楽しみ方を見つけたようです。
確かにいろいろなところに行くことは少なくな

りましたが、私自身は普段と同じような時間の使
い方をしていたのか『いつものおうち時間』でし
た。
デリバリーやテイクアウトもするようなことも

ない、オンライン飲み会もないし、ましてや小学
校ではリモートワークを通しての授業では、意思
の疎通は難しいと思います。
大きく変化を感じているのは、新生活様式です。

ソーシャルディスタンスやマスクの着用、手の消
毒、検温でしょうか。すべてを取り入れるわけで
はないですが、これからの暮らしの中で続けてい
きたいこともあります。暮らしにあった取り組み
を考えていきたいものですね。

防災参観日の中止
本日予定していた防災参観日を中止としまし

た。と言っても防災教育は本校の研究の柱となっ
ているため、今後日程調整をしながら取り組んで
いきたいと思いますのでご理解ご協力をお願いし
ます。
しかしコロナ感染症防止からの中止ではなく、

台風１４号接近による中止を誰が予測したでしょ
う。子どもたちはこの日のために準備したり、学
習したことをまとめたりしてきているので予定し
ていたものができないことは大変残念なことです
が、危機管理
意識は大切で、今日のこの
日の判断が、次の防災学習
にしっかりと繋がって欲
しいなと思うばかりです。
今日の判断については、

下校時刻のお知らせが
二転三転して本当に申し訳なく思っています。今
回の判断も子どもたちの安全第一を考えた上での
対応としておりますが、これからもたくさんのこ
とを判断してお知らせすることになります。でき
るだけ児童をはじめ、保護者の方々が不安になら
ないように気をつけて参りたいと思いますので、
ご理解ご協力をお願いします。

今回、防災講演会で講師をお願いしていたのは
慶應義塾大学の大木聖子先生でした。大木先生は
長年土佐清水市の小中学校の防災教育に携わって
いただいており、何度かお話を聞いた保護者の方
もいるかも知れませんが、今年度は清水小学校の
子どもたちや保護者、地域のために力を貸してい
ただけることとなっています。
地震学・災害情報・防災教育を専門としている

ので、近々起こるだろう南海トラフ地震への防災
・減災に役立つ話が聞けると思います。
１１月にも来ていただくことになっているの

で、時間を設定してぜひ保護者の方々にもお話を
聞いていただければと思います。今後の予定につ
いてはまたお知らせします。




